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＊本稿は，Kothari, Ramanna, and Skinner（2010）“Implications for GAAP from an analysis of positive 
































































































































































































































































す（Lambert, 1996; Ball, 2001; Watts, 2006）。経営者の業績について財務諸表数値を都合良く歪
めるインセンティブを抑えるために，GAAPは（モラルハザードを軽減するために）経営者が十
分な努力を行使するまで収益の認識を遅らせており，関連するベネフィットが十分に不確実
であるときには費用を直ちに計上する（例えば，研究開発支出など。Watts and Zimmerman, 1986; 
Kothari et al., 2002; Skinner, 2008を参照）。さらに，バッドニュースを認識しないと経営者に
よる資産代替のリスクに株主を曝すことになるため，GAAPは経営者に直ちにバッドニュー

































な不確実性上の離散点である，ということを認識している（Kothari et al., 2002; Skinner, 2008; 























































































106 立命館経営学（第 50巻　第 4号）
についての現在の議論に取り組み，ある程度意味がある範囲内でこの問題をかなり単純化しな
がら，比較の理由を説明する。原則ベース政策は望ましいが，毎日の会計原則の利用が業務上












Gonedes and Dopuch（1974），Jensen and Meckling（1976），Myers（1977），Watts（1977, 
2003a, b, 2006），Watts and Zimmerman（1978, 1983, 1986, 1979），Smith and Warner（1979），








の交換と契約の強制を促進させる（例えば，Jensen and Meckling, 1976; Watts and Zimmerman, 














































































































































2.1.1  株主と経営者間のプリンシパル -エージェント関係
　典型的な公開企業において，株主は日々の経営上の意思決定を経営者に委譲し，プリンシパ
ルとしての株主とエージェントとしての経営者との間にエージェンシー関係を作り出している
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る財務情報（と GAAP基準）の特徴に対して本質的な影響を有している（Jensen and Meckling, 















































主義を利用する経営者に懸念を表している（DeAngelo et al., 1994; Françis et al., 1996; Myers et 
al., 2007）。先行研究もまた，経営者交代後に過度に保守的になる経営者のインセンティブを説








33）例として Basu（1997）；Kothari（2000）；Ball et al.（2000）；Ball（2001）；Watts（2003a, b）；Ball and 
Shivakumar（2005, 2006）；Ryan（2006）を参照せよ。
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しているが，均衡における条件付保守主義の効率性は実証的問題である。















キーな投資を行わせる，つまり資産代替に従事するように動機付ける（Myers, 1977 ; Smith and 








債権者の間で生じる過小投資問題（Myers, 1977; Smith and Warner, 1979）と同じである（以下を
参照）。
　条件付保守主義はこれらすべての問題を軽減し，なぜ条件付保守主義が会計の規制以前から






35）Barclay et al.（2005）; Leone et al.（2006）を参照せよ。2008年から 2009年における事例的証拠は，完
全には開示されなかった極端なバッドニュースであるにもかかわらず，過剰に報酬を得ている経営者がいた
ことを示唆している。銀行における報酬構造がどのように逆のインセンティブを作り出したのかについての













































116 立命館経営学（第 50巻　第 4号）
本と利息と引き替えに企業に資金を提供するが，負債の契約条件が守られる限り，株主と経営
者の両者に企業の経営権が残る。株主 -経営者のエージェンシー関係のように，負債は株主と








についての情報，つまり企業の期間業績を要求している（Ross et al., 2002, p.856）。さらに，プッ
トオプションのような負債の利得構造のため，債権者は清算時における資産の価値についての







　資産代替や過小投資問題（Myers, 1977; Smith and Warner, 1979）は，清算時における企業の
純資産の価値について情報の債権者の需要をもたらしている。この需要は，無条件保守主義
と条件付保守主義を含む会計原則を用いた財務諸表の作成を通じて明らかにされている（例え




































要求する（Holthausen and Watts, 2001）。企業価値は，分離可能な資産の価値合計をのれんの
金額分だけ超える可能性が高いため，企業特有の保有資産と成長オプション／レントの両方を
表している（Roychowdhury and Watts, 2007）。のれんはほとんど，あるいは全く清算価値を有
していないため，また継続企業に基づくのれんの市場価値はほとんど検証不可能であるため，




40）Gigler et al., （2009, p.791）による近年の分析的研究は，「会計的保守主義は実際には負債契約の効率性
を損なうという結果であり，この結果は他の研究とは極めて異なるものである」と結論づけている。この
本稿の主張と正反対の結論は，資産代替や過小投資といったエージェンシー問題を無視している Gigler et 
al.（2009）の直接的結論である。
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のみを反映することを要求する債権者に起因している。歴史的（SEC以前）の買収時にのれん











そうにない（例えば，Ball et al., 2000, 2003を参照）。
2.3  異なる利用者グループの需要
　前述の議論は，債権者と株主がどのように財務諸表から幾分異なる情報を要求するのかを説
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をまとめる。Jensen and Meckling（1976）; Holthausen（1983）; Watts and Zimmerman（1986）; 











































































































































48）CON 6（「財務会計概念ステートメント第 6号：財務諸表の構成要素」）のパラグラフ 25を参照せよ。













































































































































が高い（Jensen and Ruback, 1983 ; Roll, 1986）。したがって，のれんは，ROAや ROEのような
業績尺度の分母に買収の総費用を含めることで，買収に対する経営者の説明責任を維持する方
法としての機能を果たすことができる。




















































































59）FAS 166「金融資産の移転に対する会計 -FASBステートメント 140号の改訂」（2009年 6月発行）を参


























































































































































































































































おいて，減損は適時的でない（Ramanna and Watts, 2009）。
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